
21 鎌倉市深沢地区まちづく り ガイ ド ラ イ ン　 概要版

所属課： 鎌倉市まちづく り 計画部深沢地域整備課

鎌倉市御成町 18-10

KAMAKURA FUKASAWA AREA
TOWN PLANNING DESIGN GUIDELINES
SUMMARY

まちづくりガイドライン
概要版（案）

鎌倉市深沢地区

鎌倉市

Ver.1

Ver.1︓令和６年１⽉31⽇

Ver.1

Ver.1︓令和６年（2024年）１⽉31⽇



21 鎌倉市深沢地区まちづく り ガイ ド ラ イ ン　 概要版

まちのコンセプト

〜地球の未来を守るための鎌倉深沢の新たな挑戦〜
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上図はイ メ ージであり 、 建物等の具体的な計画を示すも のではあり ません。

今後の検討によっ てイ メ ージは変更と なる可能性があり ます。

グリーン イノベーション

　 鎌倉は歴史ある 自然や緑あふれる 環境を 、 どこ より も 大切に育んでき た都市です。

　 鎌倉市民の意識は高く 、 環境配慮型のまち づく り やゼロ ウェ イ スト を 目標と し た循環型社会形成

への挑戦など、 自然や環境を 守るこ と に市民と 行政が一丸と なっ て取り 組んでき まし た。

　 こ れから 進める 深沢のまちづく り は、 今までの鎌倉の取組を さ ら にパワーアッ プ さ せ、 新たな技

術を 積極的に取り 入れ、 多種多様な人々が深沢に集い、 活動を する こ と で 新し いイ ノ ベーショ ン を

生み出し 、 今までにない発想で、 自然や緑、 地球を 守るための課題解決につながるまち を 創り 上げ、

まちづく り のテーマである『 深沢のウェ ルネス』 を 実現し ます。

　 深沢地区で生み出すイ ノ ベーショ ン が少し ずつ広がり 、 日本、 そし て世界の課題解決につながる

エネルギーを 持っ たまちを目指し ます。

賑わい

防災・環境

緑・景観

移動

GREEN × INNOVATION 深沢
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４つの実現方針

多様な用途を複合し 、
用途間の移動と 交流を 創出

両駅間をつなぐ 次世代交通
システムの導入を 検討

緑のネッ ト ワーク を形成 /都市
の活力を高める 緑を創出

水害に強い基盤を 形成

水辺を 活かし た親水空間を 創出

ヒ ュ ーマン スケールの緑化を 推進

まち全体で脱炭素の実現に向けた
目標を 設定

快適な歩行者ネッ ト ワーク ・
回遊ネッ ト ワーク を 形成

シンボル道路（ 仮）を 中心に公共交通を推奨・
車の通行を抑制し 、 歩き やすい歩行環境と
スロー交通促進のための環境を 整備

まち の人々に開いた
公共施設と 交流空間

活気に満ちた賑わいを形成

賑
わ
い

移
動

防
災
・
環
境

緑

・
景
観

実現方針 1 用途の複合によっ て都市交流を 創出し ます

ウェルネス、イノベーショ ン交流を促進する機会を創造します

多様な交流や賑わいがう まれる屋外空間を 創造し ます

実現方針２

実現方針３

交流がう まれるまち

実現方針 1 安全、安心で歩きやすい歩行環境を形成します
公共交通中心のまちの推進を図ります
歩きやすいまちを形成するため車交通を抑制します

実現方針２

実現方針３

歩き たく なるまち

「 生命」 にやさ し いまち

実現方針 1 鎌倉市における防災拠点を 形成し ます

公共と 民間が連携し た、 地震等の自然災害に強いまちづく り を 図り ます実現方針２

災害に強いコ ミ ュ ニティ を つく り ます実現方針３

水害など激甚化する気象災害に対応するレ ジリ エン ト なまちを 創り ます実現方針 4

脱炭素、 循環型社会に向けたまちづく り を 実現し ます実現方針 5

実現方針 1 緑の拠点と 歩行者ネッ ト ワーク によっ て魅力ある緑景観を 形成し ます

周辺の自然豊かな環境と 調和し た都市景観を 形成し ます

鎌倉の新し い顔と し てふさ わし いまち並み景観を 創出し ます

実現方針２

実現方針３

水と みどり に囲まれたまち

深沢のまち には、 働き 、 暮ら す、 遊ぶ場所など が融合し た新し い場所ができ ま す。 そこ では、

自分ら し いラ イ フ スタ イ ルを 実践し 、 多様な交流や賑わいがう まれます。

鎌倉は、 良好な景観、 開かれた店舗、 適度なスケール感によ る 路地が、 歩く まち を つく り だし て

います。 加えて、 緑の回廊で結ばれた神社仏閣等が鎌倉ら し い風景を 育み、 歩いて回遊でき る ま

ち を 形作っ ていま す。 深沢でも 、 緑のつながり を 意識し ながら 、 多様性のある ま ち 並み、 新たな

モビリ ティ の導入、 集える広場で形作る魅力的な風景で歩き たく なるまちを広げていき ます。

「 ひと 」と「 環境」にやさ し いまちには、安全で安心でき る 暮ら し があり ます。 ひと と ひと の絆は、

まち のコ ミ ュ ニテ ィ を 形成し 、 災害時の連携にも つながり ます。 みんなで地球環境の未来を 考

え、 生活を 営んでいく 、 環境と 共生するやさ し いまちづく り は、 ゆと り や幸せを 享受でき ます。

背景と なる良好な自然環境と 魅力的なデザイ ンの建物が調和し た景観を 形成し ます。

鎌倉がこ れまで大事にし てき た景観を 継承し ながら も、 新たな拠点にふさ わし く 、 鎌倉の新し

い顔と し て、 新たな一面を感じ ら れるまち並みを つく り ます。

　 深沢地区では、東西に湘南モノ レ ール湘南深沢駅と JR 東日本東海道本線新駅を結ぶシンボル道路（ 仮）

と 南北に公共的な緑地を つなぐ 歩行者空間が十字の都市構造を 形成し ます。 新庁舎、公共的広場、商業、

業務、 住宅などが混在する まちを 十字の骨格動線と 歩行者回遊動線でつなぎ、「 賑わい」「 移動」「 防災・

環境」「 緑・ 景観」 の実現方針により 、 ウェ ルネスを 実現する ウォ ーカ ブルなまちを 形成し ます。
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まちの空間構成
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街路空間

公共的広場

行政施設

敷地内回遊動線

敷地内回遊動線

凡例

➊シン ボル道路（ 仮）

➋３ つの南北軸

交流広場

外周道路・ 区画道路

敷地内回遊動線

敷地内オープ ン ス
ペース

主なオープン スペ―スの概ねの位置

西側道路や新駅等から 地区にアク セスする 際の

まちの顔と し て象徴的な空間を 形成し ます。

柏尾川やさ ら にその西側に広がる 自然景観に対

し て、 眺望を 尊重し たオープ ン スペースづく り

により 、 開かれた景観を 確保し ます。

商業施設の壁面後退空

間を 活用し た イ ベン ト

やオープ ン カ フ ェ 等に

よ り 、 活力あふれる ま

ち並みを 目指し ます。

壁面後退空間や交流広

場 を 中 心 に、 社 会 実

験の実施な ど イ ノ ベ ー

シ ョ ン を 誘発する 活動

の展開を 図り ます。

壁面後退空間及び交流

広場を 中心に、 地域住

民の日常交流を 育む空

間の整備を 図り ます。

オープンスペースの骨格

　 まち 全体のオープ ン スペース（ 公共空間と 民地内空地） を 以下のよ う な骨格で形成し 、 公共空間の

みなら ず、建物部分を 除く オープンスペースを緑豊かで多様な市民の活動する「 場」 と し て整備し ます。

❷３ つの南北軸

❶シンボル道路（ 仮） 沿い

まちの顔と なり 開かれた景観をつく る

「 柏尾川沿い空間」

賑わいゾーン

イ ノ ベーショ ン交流ゾーン

グリ ーン・ ウェ ルネスゾーン

ウェ ルネス、 スポーツ 等のア ク テ ィ ブ な活動を

中心と する「 グラ ウン ド 」 と 、 周辺の商業・ 業

務の賑わい空間に囲まれた「 公共的広場」、 その

２ つのオープ ン スペースを つなぐ「 公園」 で構

成さ れる「 緑豊かな空間」 を 整備し ます。

深沢地区のア イ デン テ ィ テ ィ を 表す、 品格のあ

る まち の顔と し て一体感のある「 駅前空間」 を

整備し 、 市民等によ る 多様な深沢ら し い活動の

場と し て活用する と 同時に、 地区内交通や情報

発信機能の中核と なり ます。

品格のある「 駅前空間」

まちの多様な活動の場と なる

「 緑豊かな空間」

上図はイ メ ージであり 、 建物等の具体的な計画を示すも のではあり ません。

今後の検討によっ てイ メ ージは変更と なる可能性があり ます。

新庁舎

泣塔
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12 のまちづくりルール

建築物 壁面後退 歩道 車道

一体的な空間
にじ み出し

レ イ ン ガーデン

雨水貯留基盤 透水性舗装 雨水の循環利用

バイ オスウェ ル

緑化

( 出典： 日建設計総合研究所）

室内環境の適正化

再生可能エ ネルギーの導入

設備システ ムの高効率化

自然エネルギー利用

周辺環境の適正化

エネルギーマネジメ ン ト

負荷の抑制

　 まち づく り ルール編では、 12 のまち づく り 目標を 実現するための 50 のルールを 解説し ます。 市民、

事業者と 行政が一体と なっ て推進し 、 持続発展可能なまちを 創造し ていき ます。

❶オープンスペースと 連動し た親し みや

　 愛着を 持てる賑わいの「 場」 づく り

❷多世代交流の「 場」 づく り

❸ウェ ルネス、 健康づく り を促進する「 場」 づく り

❹イ ノ ベーショ ン交流の「 場」 づく り

❶新庁舎を核と する防災拠点の整備

❷公共と 民間が連携し た避難場所整備や防災対策の実施

❸地区内外の連携や防災意識向上のための日常的対策の実施

❶多様な用途の複合化（ まち全体、 各街区の複合化）

❷垂直複合の推奨

❸低層部の賑わい形成

❹壁面後退空間の積極的な活用

❶自然と 歩き たく なる快適な回遊路や設えの整備

❷回遊性を 援する公共サイ ン、 フ ァ ニチャ の整備支

❸ウェ ルネス、 健康活動を促進する仕掛けの導入

❹安全、 安心な歩行環境、 居場所の創出（ 防災、 防犯）

❶シンボル道路（ 仮） 沿いの次世代交通と 公共交通利用の促進

❷モビリ ティ ハブの設置

❸シンボル道路（ 仮） の荷捌き 車両の時間帯制限

❹地区外から の駐車場へのアク セス動線の集約

❺敷地内の駐車アク セスの集約と 車寄せのための敷地内車路設置の推奨

➊ 格等時代を越え新たな鎌倉ら し さ を形成する構成、 素材、 ディ テール、 植栽風

　 の構成への配慮

❷周辺のまち並み、 自然景観や歴史、 化に調和し た建築物の外壁等の 彩誘導文 色

❸屋外広告物、 公共サイ ンや照明等による深沢の魅力を引き 立てる景観の創出

❶街区単位での雨水管理システムの目標設定

❷雨水管理に適し た環境にやさ し い建築物の整備

❸緑化率数値目標の設定

❹グリ ーンイ ンフ ラ の目標設定

❶にじ み出し による屋外空間活用と の連携

❷建築物と オープンスペースの活動や

　 賑わいの平面的、 垂直的な連携

❸機能やアク ティ ビティ の連携

❹周辺地域と つながる賑わい空間の形成

❶わかり やすい格 状街区の整備子

❷回遊性の高い敷地内通路の確保

❸敷地内オープンスペースの確保

   （ 建築物の高さ と も 関係）

❹多く のまちかどの形成

❶周囲の保全緑地と 一体と なっ たまと まり のあるスカ イ ラ イ ンの形成

❷近景、 中景、 遠景を考慮し た眺望景観の創出

❸道路、 緑地と 一体と なっ た滞留空間（ 壁面後退、 交流広場） の確保と 活用

❹空への解放感に配慮し たまち並みの形成（ 中層以上の壁面後退）

❺単調な壁面の連続を避けた、 変化や賑わいの感じ ら れる景観の形成

❶脱炭素社会の実現に向けた目標設定

❷ ZEB 認証等の取得

❸建築物等の脱炭素化に向けた設計、 運用の取組実施

❹廃棄物の循環

❺水資源の循環

賑わいを形成する多様な導入機能の誘導

防災を強化する街区の形成

賑わいを形成する機能の配置

歩きやすく 魅力的な歩行環境の整備

次世代交通と 公共交通のネッ ト ワーク 形成

新たな拠点にふさ わし いまち並みの形成

気象災害に強いレジリ エント なまちづく り

賑わいを演出する空間の構成

歩きやすく 魅力的な敷地内通路と オープンスペースの整備 歴史ある緑と 調和し た良好な都市景観の形成

脱炭素、 循環型社会の実現に向けた目標の設定

ルール 1

ルール 7

ルール 2

ルール 4

ルール

ルール

6
12

ルール 8

ルール 3

ルール ルール5 11

ルール 9

❶シンボル景観軸と 緑のネッ ト ワーク の形成

❷湘南モノ レ ール沿いにおける新庁舎と

　 駅前広場一体の緑の拠点形成

❸新庁舎、 公共的広場が一体と なっ た緑の景観形成

❹柏尾川沿いにおける緑の連続性づく り や

　 周辺緑地への視点場の創造

❺生物多様性を育む環境の創出

緑の拠点と 歩行者ネッ ト ワーク による魅力ある緑景観の形成ルール 10

丘陵地から 柏尾川への地形に沿っ た

開けたスカ イ ラ イ ン を 形成

日常的な対策

屋内退避スペース

十分な 耐震性を 備えたビ ル

屋外オープ ン スペース等

代替エネルギー等の確保

災害対応の
拠点整備

公共空間と 連携し た
グリ ーン イ ン フ ラ
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まちづくりガイドラインの役割と運用 エリアマネジメントの位置づけとイメージ

【 まちづく り 推進体制と 実現手法の全体像】

まちづく り ガイ ド ラ イ ンの運用と 仕組み

深沢エリ アマネジメ ント のイ メ ージ（ 案）

大学、 研究機関、 行政

事業化の企画、 調整
関連企業

深沢地区エリ アマネジメ ント 組織

地域参画、 活動
市民、 地域組織、 地権者

（ 企業含む）

学習、 研究、
補助事業等提案

地権者協議会（ 企業、 住民） 協力
関連企業、 鎌倉市等

時期

Ⅰ． まち づく り コ ン セプト 編
（ 目標・ 原則と し て変更し ない部分）

Ⅱ． まちづく り ルール編
（ 主に開発・ 整備に関する取組）

Ⅲ． エリ アマネジメ ン ト 編
（ 主に運用・ 協働に関する取組）

フ ィ ード バッ ク ・ 循環

土地区画整理事業
と 基盤整備

対象

新庁舎整備
（ 第1回目まち 開き ）

各街区整備 まち開き 運用と 成長

行政と 基盤事業者 権利者と 各街区事業者 運用者と 利用者と 市民

　 エリ アマネジメ ン ト と は、「 地域の価値を 維持向上さ せ、 新たな地域価値を 創造する ための市民、 事

業者、 地権者などによ る連携を も と にし た主体的な取組と その組織、 官民連携、 共創の仕組みづく り 」

です。 官民を 越えて連携し 、 安全で快適な住みやすい、 賑わいのある 美し いま ち を 維持管理し ていき

ます。

まちづく り ガイ ド ラ イ ンの役割と 構成

　 まちづく り ガイ ド ラ イ ンは、建築物やまち並みの景観ルールに加え、まちに求める 機能や用途のほか、

エリ アマネジメ ント による活動も 含めた具体的な方策を 定めます。

　「 I． まち づく り コ ン セプ ト 編」 は、 原則と し て変更し ない部分と し 、「 II. まち づく り ルール編」、「 III.

エリ アマネジメ ン ト 編」 は、 社会の潮流や事業の進捗に合わせ、 必要に応じ て見直し 、 変更が可能な

部分と し て構成し ます。


